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 平成２１年度の総会が開催される  

☆☆☆本年度の重点事業は３本柱☆☆☆ 

１.児童､高齢者の安全と見守りの徹底 

２.地域活動諸団体との連携と協働事業の推進 

３.「できる時､できる事を､楽しみながら」の事業の推進 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大上地区社会福祉協議会の総会は、４月１９日(日)午前１０時から大上自治会

館において会員７０名が出席して開催されました。 

総会は、木村副会長の開会のことばから始まり、市ノ澤会長の挨拶があった後、

来賓として笠間市長、近藤（市社協）会長、市議会議員の吉川、綱嶋の両議員、

そして見上自治会長から祝辞をいただいて議事に入った。 

議事は、市ノ澤会長から平成２０年度の事業報告、見上会計から決算報告、松

本会計監査から会計監査報告があり、賛成多数で承認されました。 引き続いて

市ノ澤会長から規約の改定案、理事と会計監査の選出が提案され、それぞれ原

案通り可決承認されました。さらに互選により再任となった市 ノ澤会長が平成２１

年度の事業計画案と予算案を提案し賛成多数で可決承認されました。 

 特に本年度の重点事業として、①高齢者事業部会と児童･防犯事業部会によ 

る安全と見守り事業の推進継続と拡大、②地域活動諸団体との連携、協働事業

の拡大、そして③「できる時、できる事を、楽しみながら」を念頭においた事業の 

立案と推進という３点を活動の柱として推進していくことが決定されました。本年 

度は、この３本柱を事業の中心として活動が展開されます。会員皆さんのご協力

と事業への参加を期待しております。 


